












本症は,一見健康な幼若乳児に突然,頭蓋内その他に重篤な出血がみられる疾患であり,そ

の本態解明と対策の確立がいそがれている。 

本年度は,凝固因子に関しては健康乳児における第Ⅶ,ⅩⅡ因子の推移を明らかにしたこと

(三上ら),PIVKA 一Ⅱとヘパプラスチンテストの推移を観察し,ビタミン K(以下 VK)欠乏状

態の診断を,より明らかにしたこと(山田ら;塙ら)があげられる。 

VK の動態については,VK2 の同族体を生体試料(糞便,血液)について分析出来るようになっ

たこと(白幡ら)。各種投与方法別に血中濃度を追跡し,経口投与ではかなりばらつきの目立

つこと(駒沢)。母親に VK2 を服用させると,母乳中にかなり分泌され,かつその持続の長い

こと(塙・梅沢ら)が明らかとなった。また牛乳中の VK1,K2 を測定し,人乳と比較した(山

本・米久保)。本症と肝障害との関係も注目されるが,胆汁の流出障害による VK の吸収障害

が示唆された(白木ら)。 

新生児メレナを広く調査し,その実態が把握され,VK の投与の普及とともに従来より減少

しつつあることがうかがわれた(真木・池田・松山ら)。ただし,VK を経口投与する方法に

ついての問題点も提起された(村田ら)。 

地域での予防投与については,昨年に引き続き長崎(辻・寺家ら),静岡(池田・寺尾ら)で順

調に実施されていることが報告された。本年度は東京都立の施設での成績(村田・多田ら)

が得られ,また神奈川県における状況が報告された(長尾)。 


